第１０回運営委員会概要
日　時　　平成２０年１月１７日（木）

午後６：３０～午後８：５０
場　所　　登別市役所　３階　第１会議室
出席者　　田中寛志、木村義恭、菅井博昭、平秀里、合田美津子、大山口光男、

大平定子、山田耕一、安達陽子、川西悟、小笠原春一、川島芳治、

平田誠治
事務局　　二階堂企画グループ総括主幹、宮崎企画グループ企画主幹、
沼田企画グループ主査（企画調整担当）
議　題　　１．市民自治フォーラムについて
　　　　　２．登別市立図書館に関する提言書について
　　　　　３．外部評価について
※登別市広報への市民自治フォーラム掲載（案）（校正前の原稿）を事務局から配付
１．登別市民自治フォーラムについて
❑　フォーラムに係る連絡事項
●　登別市の広報紙への掲載を依頼した。掲載案を確認願う。
●　ポスターを２００枚ほど作成。公共施設に掲示し、町内会に対して回覧も行う。各部会に１０枚ほど渡すので企業などに掲示を依頼すること。
●　協賛の依頼文、領収書の作成を二役で行う。
●　自治推進委員にも参加料を負担いただき、参加を願う。
❑　チケットの販売は当日でよいのか。前売りを行うのか。
❑　当日販売だと収入が全く見えないので、前売りが必要と考える。
❑　チケットを配って、お金は後からもらおうという話もあったが、収入が心配なので事前にお金をもらうこととしたい。各自２枚程度担当してはどうかと思う。
❑　部会には４、５名の部会員しか出席しない。部会員の住所も電話番号も把握していないのでノルマを果たす自信がない。
❑　各部会出席人数が５、６名なので、全部会で３０人。文書と共にいきなりチケットを送って納得してくれるのか。また、協賛は何社か。
❑　運営委員各自２社程度と考えている。
❑　チケットを事前に出すのであれば、そのときにお金をもらう必要がある。
❑　前回、資料代としてお金をもらうことと決まったので、前売りはないと思っていた。
❑　参加できないけれど資料代としてチケットを買う人もいると思う。それも参加の一つだと思う。
❑　市民が参加しなければならない。参加する必要があるものだから有料としたはず。参加できないのにお金だけ払ってもらって意味があるのか。
❑　この話はそんなに対立する問題ではないと思う。
❑　それは考え方の違いだと思います。
❑　議論しても意味のないことだと思います。ここにいる人たちの考えをまとめて取り組むだけのことだと思います。
❑　参加者にはいつ資料を渡すのですか。
❑　当日、会場で渡すこととなります。

❑　広報は「入場料２００円（当日、資料代として会場で申し受けます。）」とします。心配なのは、券は売れたが当日人が来ない。または人は来たが赤字になったということにならないか心配です。
❑　２００円という価格は安いが、金額の話をしたいのではなく、どうチケットを販売するのかということを議論したい。誰か１人に５枚買ってくださいという方法でチケットをさばいたら、結果的に誰も来ないということもあります。
　　ですから、そういうことはしないなどのルールを決めたいと思いました。
❑　２００円で販売し、事前販売、当日販売することとします。販売の際は多くの人に来て欲しい旨の話を伝えながら、全委員が行うこととします。
事務局から、趣意書とチケットを送付するという案がありましたがいかがでしょうか。
❑　第３部会においてもそうだが、部会に出てくる人は決まっている。全く出てこない人にチケットを送って理解してもらえるか疑問である。
❑　チケットを送ってその人が来なかったらどうするのか。未回収になるのではないか。
❑　送るべきだと思う。送られた人は来るべきだと思う。
❑　参加して欲しいという趣意書だけを送るべきで、チケットは送るべきではない。
❑　７９人の委員は自らの意思で市民自治推進委員会に登録したのだから、呼びかけを部会ですることはできないか。
❑　呼びかけて参加するのであれば、部会にも出ていると思う。
❑　市民自治推進委員会の名簿を公表できないのは問題ではないか。住所とか氏名を公表できないか。
❑【事務局】登録の段階で住所、氏名などについては公表すると話しているわけではないので、全員に公表してよいか確認が必要になると思います。
❑　協賛金をどこの企業からいただいたということを各自事務局に報告して、事務局から協賛金担当の第４部会に連絡するということは可能か。
❑【事務局】可能です。
❑　協賛金は企業だけでなく、個人でも可能とすべきだと思う。
❑　協賛金は企業、個人の区分けなくすることにします。
　　また、協賛金をいただいた方の資料への企業名等の掲載は、金額等にこだわらず同列とします。チケット等ができたら各部会長に連絡します。
❑　講師に骨格となるお話についてお願いしておく必要はないですか。お任せでよいですか。
❑　企画案に基づいてお話していただければと思います。市民の責任と役割、基本条例、市民自治についてお話いただきたい。
❑　登別の市民条例について、他と比べてどう優れているのか。何か足りないのかなども話して欲しい。
❑　入場料ではなく参加費・または参加料のほうが良いのではないか。
❑　参加料または参加費のいずれかにします。
❑　パネリストはどうするのか。
❑　まだ、具体的に人は決まっていません。
❑　講師への依頼文はどうしますか。
❑　私がつくります。
❑【事務局】市民会館の借り上げは、当日だけでよろしいですか。前日から必要ですか。
❑　当日のみでよろしいです。
２．登別市立図書館に関する提言書について
❑　大山口さんから提出された意見について、説明願いたい。
❑　ご苦労されて作成した提言ですので重箱の隅をつつくわけではありませんが、ご覧のとおり意見を提出しました。
❑　「気になる点」の１は削除する必要はないと思います。第６部会では１７行目以降の２行を削除するということにしていました。１２は直すこととします。一番下も削除することとします。
　　そのほかについては、これ以上直す必要はないだろうと第６部会は考えています。
❑　皆さんはどう思いますか。運営委員会で作り直すというのであればいいですが、第６部会としてはこれくらいが限界です。
❑　２枚目が本当の提言書の内容で、１枚目がこれまでの流れになっていると思います。図書館は建て直しという前提で書いているのか。
❑　この時点では建て直しで考えていた。
❑　具体的な指標だけではなく、経緯、経過を書く必要があります。２枚で１つです。離すことはできません。「この５月～」というところは重要なところなので、あえて載せております。
　　図書館には協働・人づくり・まちづくりというのが思いつかないということでした。何か事例はないかと思いましたが当てはまる言葉としては「風が吹けばおけやが儲かる」です。論理的な話です。「資料費」は「費」は抜きません。「サービス格差」が分からないということですが、バス賃を払って図書館にこられない人がいた場合、サービス格差が出てはならないと思います。リムジンバスを使って図書館から離れた人が図書館に行けるようにするサービスが全域サービスです。登別は整っていません。３、１０、１２は修正しますがそのほかはいじれません。
❑　今までの方向性を確認させていただきます。第６部会では３、１０、１２の３カ所は修正、２枚一組ということになっています。
❑【事務局】提言書２ページ目（３）③「図書館条例・規則の早期見直し」は、どこをどう見直すべきか明確にしていただきたい。
❑　条例の文言をはずすということでよろしいですか、それでいいですか。
❑【事務局】規則のどこをどう直すということでしょうか。
❑　個人的にはコピー代を１枚１０円にして欲しい。貸し出し制限をなくして欲しい。そういうものを出してよいか。
❑【事務局】条例、規則を確かめた上での提言なのでしょうか。
❑　具体的には確かめていません。条例と照らし合わせてきます。夜間開館とかは条例です。
❑【事務局】（３）「真に効率的・効果的な職員体制の確立」となっているが（３）③の図書館条例・規則の早期見直しと内容が合わないと思います。
❑　市民自治推進委員会で提言書を出すというのは違和感はない。しかし、この内容については要望なのか、理想の図書館像なのか、いろいろと複合している。
　　建て直しなのか、別館なのかもこの提言からは取りようがない。
　　条例まで入ってしまうと、そのほかの部分と整合が取れない。
❑　要望も提言も入っている。
❑　図書館はこうあるべきだというのもあると思います。
❑　今すぐ図書館をああしろ、こうしろという提言ではないと思っている。項目を羅列というか、並び立てをしていると理解していただきたい。
❑　再度第６部会で提言をどうするかについて、ご議論いただくこととして、この提言については保留することとします。
❑　１月２３日に議会が以前、図書館について意見交換した団体を集めて意見交換します。こういう情報交換をしたほうがよい。
❑　各部会からの提言について、これまで運営委員会で行ってきた方法は止めたほうが良い。部会はなんなのかということになる。運営委員会は部会から出てきたものについての総合的な判断を行い、内容の細かいところまでいうべきではない。運営委員会でもむという前提で話をされていますが、もむとなれば部会はどうなるのか。
❑　部会の中の実質５、６人で作成した提言を、運営委員会でそのままでよいということにはならない。
❑　部会のものを一字一句直すということはどうなのか。各部会長は部会員に運営委員会での内容を話さなくてはならない。部会で苦労して作成した提言を運営委員会で一字一句直された話を部会長がするのはつらいのではないか。運営委員会は全体としての判断のみでよいと思う。
❑　運営委員会は各部会から出された提言について、学び内容を検証することが大切だと思います。
❑　部会の人格を尊重して運営委員会は全体的な判断のみをすべき。
❑　第６部会の提言は保留とします。
❑　次回は市民フォーラムの進捗状況、チケットや講師の状況などを確認します。　外部評価については、フォーラムが終了してから取り組みたいと思います。部会の役割や運営委員会の役割などについても論議したいと思います。
❑　次回、第４部会から３つ提言します。今４つの事項について検討していますが、まずは３つ提言します。
　　①鷲別岬、②電子マネー、③スーパー銭湯について提言します。
❑　消防関係の庁舎がかねてから問題になっている。そういうことについてどんどん提言してもよろしいのか。
❑　決まりごとではないので部会の意見としてまとまれば提言するということでよいのではないか。
❑　次回の開催は
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